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参加者　村上実行委員長　橋本事務局長　三木事務次長　金子事務局員
日　時　２０１７年２月２１日　9：30～16：30

主な懇談内容と課題は次のとおりです。
　２月２１日当日都合のついた民主的団体１１団体と、村上博実行委員長と事務局員は、県政白書作成の取り組みと、白書内容について、懇談しました。事務局として、各団体の取組み課題と、白書作成の課題を一定程度整理することが出来ました。
 
　Ⅰ.今回県政白書作成の各論の項目として、30項目ある中13項目についてめどがつきました。
　　今後、社会保障問題、保育問題、県生健会、災対連、広障連、県北自治研、県政研究会、研究者懇談会について鋭意努力が必要です。
　　今回めどのついた項目
　　　1.非核都市宣言アンケートのまとめ
　　　2.核兵器廃絶の意見書採択と地方自治体の役割
　　　3.広島県経済動向と人口減少の関係を明らかにする
　　　4.学童保育の運営の変化
　　　5.広島県医療計画
　　　6子どもの医療費問題
　　　7.広島県国民健康保険の広域化現状と課題と県の役割　
　　　8.中小企業・中小業者育成振興条例
　　　9.公契約条例について
　 　10少人数教育
11.教育の管理統制の問題
12.高等学校教育統廃合
13.私学問題について
　　　　　　

　Ⅱ.懇談会から出た課題
　　1. 『平成の大合併を検証する』「連携中枢都市構想」をテーマとする懇談会
　　2.　 広島県の危険個所、県行政の防災担当者と意見を交換したい。出前講座をお願いする
　Ⅲ.各団体との懇談の概要
1.　広島県保育団体連絡会　　
　[この課題での問題点]
①新制度の下で、県内保育所の環境が、公営から、民間へ、公立保育園の認定子ども園化の流れが出ている。自治体の責任逃れは許せない。
　　②保育内容の質が問題で、基準がない事業所内保育所が増加している。
③保育所の統廃合が人口の少ない地域で進行している。
　[県政白書作成の課題]
①県保団連の事務局長　平田さんと懇談を持つ、
②執筆者が決まっていない
③昨年行った県内市町アンケートのまとめ・県保育合研の冊子を題材に書けないか。
④広島県に、企業内保育園・学童保育の設置基準を定める提言
⑤石川幸枝先生の意見をまとめられないか。　　　

2．非核の政府を求める広島の会　
[この課題での問題点]
　①被爆県ヒロシマの果たす役割を明確に打ち出すこと。
②非核都市宣言や核兵器廃絶条約署名など県内の特徴を明らかにする。
[県政白書作成の課題]
①市町への非核都市宣言アンケートを2月末実施しているのでそのまとめを報告する。
②国の政策の核兵器廃絶の意見書採択の市町の動きを報告する
　県の動向は、湯崎知事の姿勢を長崎県との比較はできないか

３．平和・民主・革新の日本をめざす広島の会　
　[この課題での問題点]
①川后さんの立場は、革新懇の事務局長ではあるが、前回の非正規雇用労働者の増大と雇用･労働行政と県経済の補筆、災対連の事務局長として、参画してもらいたい。
②8.20以降の広島県災対連の活動や、危険個所が3万か所以上ある県行政の課題を県民として、どう認識していのちとくらしを守るか明確にする。
③広島県内の革新懇運動の掘り起しの課題
[県政白書作成の課題]
　　①経済と人口減少の関係を明らかにする
②広島県の危険個所、県行政の防災担当者と意見を交換したい。出前講座をお願いする
③広島県内の市民と野党共闘の取り組みの現状評価。
④広島県の平和問題・・非核の政府・平和委員会などと懇談して執筆を依頼する

４.広島県自治体労働組合総連合　　　
　[この課題での問題点]
　①新制度で学童保育に６年生までの保育出来るようになったが、建て替え・建て増しが必要だが、県は補助金を市町に下しているのか。
②待機児童対策の現状を県としてつかんでいるのか、県の児童施策を見直す。
　県立児童館問題・子ども図書館、市町の児童館の有りようの分析が必要だ。
③県北自治研と連携して合併問題の問題を洗い出す。地域自治振興区の崩壊課題
　三次独自の給料表を国が締め付けている問題が出て、生涯賃金に問題あり。
　県費職員の県から市へ移行したが、条件として低いほうに合わせられた。
　公務員の非正規職員問題・職員数の変遷　決算カードの整理
[県政白書作成の課題]
①執筆者の決定　学童保育　　県北自治研
②人まちネットがどれだけ県内の実情を知っているか、
③広島県の平成大合併以降の総括と権限移譲で、市町の実態の洗い出しを行う。
　
５．日本共産党県委員会　　　　　　　　　
　[この課題での問題点]
　①市民と野党の共闘を推進すること
②議員団との懇談の設定し『平成の大合併を検証する』「連携中枢都市構想」をテーマとする。共通課題として、財政の動向と市民の意識と職員の仕事内容の変化など
　　③船越の高架問題、サッカー場建設問題、鞆のまちづくり問題、住民運動の報告を議員又は地元代表にお願いしたい。
　　④半年前の中山間地のルポの本の記者と懇談を企画してはどうか。
　　　　「中国山地　過疎50年」未来社　中国新聞取材班
　[県政白書作成の課題]
　　辻県議の一日も早い回復を願う

６.広島県社会保障推進協議会　　　　　　　　　
　[この課題での問題点]
①2018年４月から医療計画が動き出すが、その影響を介護分野から見れば、地域包括ケア―システムの確立が出来るか、医療費抑制からは国保問題の県単位化になる。このトライアングルを担当しているのが推進協議会。
②これらの根底に立ちふさがる、医療機関から1万の病床を減らす計画を、地域の実態に合ったものに変えさせることが必要。
③これらの計画の基礎単位は、中学校区であり、そこでの運動が大事である。
④介護職・看護職の賃金・勤務状態の根本解決策が必要で、労働運動の分野になる。
⑤広島県が無医地区日本で２番目に多い問題は、医師の確保ができなければいけない。
⑥また、在宅での看護というが、医師・看護師の技量がそこまで高まっていない、もっと資源を投入する提案はできるがどこから持ってくるかが問題。
⑦後期高齢者問題について、制度が出来た後挫折した。それよりも、国保の値上がりが急であり、給付の時だけ実感するので機会がなく、思ったほど感じられなくなっている。問題意識が行動に上がらない。介護保険・国保料の値上がりが大きい。
⑧医療圏の問題で、福山・広島の医療圏は厚労省が担当で、総務省との整合性はない。
⑨地方自治体の医療機関の再編が進んでいる。神石高原町の診療所問題など進んでいる
　府中市の厚生病院問題は、公的病院との統合がある。
[県政白書作成の課題]
①執筆者が決まっていない。藤本さんにお願いする。民医連、大畠さん、くないさんにも
②広島県医療計画、介護計画、障害者自立支援、高齢者対策、児童福祉問題、貧困問題病院統廃合、人材問題など課題が山積している　

７.広島県保険医協会　　　　
[この課題での問題点]
①開業医にとって、マイナンバーの問題は、管理責任が問われることです。一方、個人情報を普通郵便で送られるなど問題がある。
②広島市の子ども医療費の所得制限の改悪・窓口負担の増大は県内に広がるのを心配している。県の制度以上の負担増の問題がある。
③ＴＰＰについては、アメリカからの市場開放の要求が大きな課題です。
[県政白書作成の課題]
①執筆者が決まっていない

８.新婦人の会広島県本部　　
　[この課題での問題点]
①女性の社会参画の課題、貧困・格差根絶と子ども・女性・若者から高齢者の環境整備など積極的に課題として取り組んでいる。
　　②湯崎県政が女性の社会進出を応援しているというが、声掛けだけで、政策検証が必要。
　　③県政白書での総括懇談会に、女性問題の代表として湯崎県政の総括していただきたい。
　[県政白書作成の課題]
①子どもの貧困調査を県がやる結果の分析を
②子どもの医療費問題での広島県の政策提言を

９.広島県労働組合総連合　　　　　
　[この課題での問題点]
①自治体キャラバンの取り組みは、全国的にも評価されており、この間介護、国保問題などを民医連、民商などと回っている。特徴的なことを挙げてみてはどうか
②県内企業の動向や賃金・景気動向など基本的な調査をこれからも継続的に行う体制の確立・自治研と協議
　　③企業誘致の時と撤退の時の県の果たした役割は、どうだったのか
　[県政白書作成の課題]
　　　①公契約条例について担当する
　　　②災対連の事務所は県労連、事務局長が川后さん
　　　③県政白書実行委員会副会長は八幡さんにお願いする。出れないときは神部さん、門田さんとなった。
10.　広島県商工団体連合会　　　
　[この課題での問題点]
①経済と社会を支える中小企業・中小業者育成振興条例を作らせる活動
②民商が中心となり、広島国保改善運動連絡会（2016年11月29日(火)広島市東区で結成集会に５団体と６地域）を立ち上げた。４地域にある。
[県政白書作成の課題]
　　　①広島県国民健康保険の広域化現状と課題と県の役割　　　寺田
　　　②中小企業・中小業者育成振興条例を担当する

11．全広島教職員組合　　　　　　　
[この課題での問題点]
　　①広島県の教育は、人材養成で、役に立つ者の教育としている。これは大きな問題で、本来教育は、人格形成であるべきだ。施策として、少人数教育に背を向けている、管理と統制で子ども・教員を縛りつけた教育を行っていることが大きな問題です。これらから付随的に出てくる、「平和教育」が出てきている
　　　②職員給与の県費負担が県から市町へ移譲した問題は、職員にとって、調整手当、介護・子育て休暇の後退が懸念されています。
　　　③広島市・福山市で「市民との教育懇談会」が開かれているが、全県的広がっていない　
　[県政白書作成の課題]
①少人数教育
②管理統制の問題
③高等学校教育統廃合
④私学問題について
全教広島で、執筆者を決めて担当します。
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